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整 理 欄 ① ② 

 

平成  年分  特定口座年間取引報告書 

税務署長 殿                                                   平成  年  月  日 

特 

定 

口 

座 

開 

設 

者 

住  所 

(居 所) 

 フ リ ガ ナ  
勘 定 の 
種   類 

１ 保管  ２ 信用 

３ 配当 

氏 名 

 

 口 座 開 設 
年   月  日 ・  ・ 

前回提出 

時の住所 

又は居所 

 

生年月日 

明・大 
        ・    ・ 

昭・平 

 源泉徴収の 
選   択 1 有  2 無 

 

（譲渡の対価の支払状況） 
 

種     類 
 

 
銘      柄 

 

 
株 数 又 は 口 数 

 

 
譲渡の対価の額 

 

 
譲 渡 年 月 日 

 
譲 渡 区 分 

  
株（口） 

 
 

 千 
 

円 
 
 

・  ・  

      ・  ・  

      ・  ・  

 

 

 

     ・  ・  

      ・  ・  

      ・  ・  

      ・  ・  

      ・  ・  
 

（譲渡に係る年間取引損益及び源泉徴収税額等） 

源 泉 徴 収 税 額 

（ 所 得 税 ）  

千 円 株式等譲渡所得割額

（ 住 民 税 ）  

千 円 

譲  渡  区  分 
①    譲渡の対価の額 

（ 収 入 金 額 ） 
②    取得費及び譲渡に要した 

費用の額等 
③  差引金額（譲渡所得等の金額） 

（ ① ― ② ） 

 

上   場   分 
 千 円  千 円  千 円 

特 定 信 用 分          

 合   計          
 

（配当等の交付状況） 

 
種   類 

 

 
銘   柄 

 

 
株数又は 
口数 
 

配 当 等 の 額 
（特別分配金の額） 

源泉徴収税額 
（所 得税） 

配 当 割 額 
（住 民税） 外国所得税の額 

交付年月日 
支払確定又は 
支払年月日 

  
株（口） 

 
 

 千 
 

円 
 
 

 千 
 

円 
 
 

 千 
 

円 
 
 

 千 
 

円 
 
 

   ・   ・    
(   ・   ・     ) 
 

  

    
         

・   ・    
(   ・   ・     ) 
 

  

 
            

・   ・    
(   ・   ・     ) 
 

  

 
            

・   ・    
(   ・   ・     ) 
 

  

 
            

・   ・    
(   ・   ・     ) 
 

（配当等の額及び源泉徴収税額等） 
 

種     類 配 当 等 の 額 
源 泉 徴 収 税 額 
（ 所 得 税 ） 

配 当 割 額 
（ 住 民 税 ） 

特別分配金の額 外国所得税の額 

④株式、出資又は基金 
 千 

 
円 
 
 

 
 
 

千 
 

円 
 
 

 
 
 

千 
 

円 
 
 

  

⑤投資信託又は特定受益証券発
行信託  

  
        

 
⑥オープン型証券投資信託  

  
      

 千 
 

円 
 
 

 

⑦国外株式、国外投資信託等  
  

       
 
 
 

千 
 

円 
 
 

⑧合計（配当所得の金額） 
（④＋⑤＋⑥＋⑦）  

  
       

  
   

⑨譲渡損失の金額 
 

  
  （摘要）  

⑩差引金額（⑧－⑨）  
  

  

⑪納付税額 
 

      

⑫還付税額（⑧ －⑪） 
 

      

金融商品取引業者等 

 所在地 
 

 

 名 称 
 

（電話） 



【特定口座年間取引報告書】 

 

備 考 

１ この報告書は、居住者又は国内に恒久的施設を有する非居住者が開設した特定口座（法第37条の11の３第３項第１号に規定する特定口座をいう。以下

同じ。）においてされた特定口座内保管上場株式等の譲渡（同条第１項に規定する特定口座内保管上場株式等の譲渡をいう。以下同じ。）若しくは信用取

引等に係る上場株式等の譲渡（同条第２項に規定する信用取引等に係る上場株式等の譲渡をいう。以下同じ。）又は特定口座に受け入れた上場株式等の配

当等（法第37条の11の６第１項に規定する上場株式等の配当等をいう。以下同じ。）に係る同条第７項の報告書について使用すること。 

２ この報告書の記載の要領は、次による。 

 (1) 「住所（居所）」の欄には、この報告書を作成する日の現況による住所、居所等を記載すること。 

 (2) 「生年月日」の欄には、該当する年号を〇で囲み、その年月日を記載すること。 

 (3) 「勘定の種類」の欄は、当該居住者又は国内に恒久的施設を有する非居住者が開設した特定口座に設けた勘定の種類に応じ、該当する番号を〇で囲む

こと。この場合において、同欄の「保管」は法第37条の11の３第３項第２号に規定する特定保管勘定を、「信用」は同項第３号に規定する特定信用取

引等勘定を、「配当」は法第37条の11の６第４項第２号に規定する特定上場株式配当等勘定をいう。 

  (4) 「口座開設年月日」の欄には、当該居住者又は国内に恒久的施設を有する非居住者からの法第37条の11の３第３項に規定する特定口座開設届出書の

提出があつた年月日を記載すること。 

 (5) 「源泉徴収の選択」の欄は、その年において当該居住者又は国内に恒久的施設を有する非居住者が法第37条の11の４第１項の規定の適用を受けるた

めに提出する同項に規定する特定口座源泉徴収選択届出書の提出の有無について該当する番号を〇で囲むこと。 

 (6) 「譲渡の対価の支払状況」の欄には、当該特定口座においてされた特定口座内保管上場株式等の譲渡又は信用取引等に係る上場株式等の譲渡について、

それぞれ次のように記載すること。 

イ 「種類」の項には、株式、投資口（投資信託及び投資法人に関する法律第２条第14項に規定する投資口をいう。以下同じ。）、新株予約権付社債、

転換特定社債、新優先出資引受権付特定社債、特定株式投資信託の受益権、株式等証券投資信託（公社債投資信託以外の証券投資信託（特定株式投

資信託の受益権を除く。）をいう。以下同じ。）の受益権、非公社債等投資信託（法第 37条の 10第２項第５号に掲げる証券投資信託以外の投資信

託で公社債等運用投資信託に該当しないものをいう。以下同じ。）の受益権、特定受益証券発行信託の受益権、特定目的信託の受益権のように記載

すること。 

ロ 「譲渡の対価の額」の項には、当該特定口座内保管上場株式等の譲渡又は当該信用取引等に係る上場株式等の譲渡につき第 18条の 13の５第２項

第５号ニに掲げる金額を記載すること。 

ハ 「譲渡年月日」の項には、当該特定口座内保管上場株式等の譲渡又は当該信用取引等に係る上場株式等の譲渡があつた年月日を記載すること。 

ニ 「譲渡区分」の項には、その譲渡が第 18条の 13の５第２項第５号ホの公開等特定株式の譲渡、上場株式等の譲渡又は信用取引等に係る上場株式

等の譲渡のいずれの譲渡に該当するかの別に応じ、「公開等分」、「上場分」、「特定信用分」のように記載すること。 

  (7) 「譲渡に係る年間取引損益及び源泉徴収税額等」の欄には、それぞれ次のように記載すること。 

イ 「譲渡の対価の額（収入金額）」の項には、当該特定口座内保管上場株式等の譲渡又は当該信用取引等に係る上場株式等の譲渡につき第18条の13

の５第２項第６号イ又は同項第７号イに掲げる金額を、「上場分」及び「特定信用分」の欄に、その該当する区分に応じて記載すること。 

ロ 「取得費及び譲渡に要した費用の額等」の項には、当該特定口座内保管上場株式等の譲渡又は当該信用取引等に係る上場株式等の譲渡につき第 18

条の13の５第２項第６号ロ又は同項第７号ロに掲げる金額を、「上場分」及び「特定信用分」の欄に、その該当する区分に応じて記載すること。 

ハ イ及びロの場合において、第18条の13の５第２項第６号イ及びロに掲げる金額のうちに同項第５号ホ(1)に掲げる公開等特定株式の譲渡に該当す

るものがあるときは、これらの金額を「上場分」の欄の「譲渡の対価の額（収入金額）」及び「取得費及び譲渡に要した費用の額等」の項にそれぞ

れ外書きすること。 

ニ 「源泉徴収税額（所得税）」の欄には、その年における当該特定口座に係る特定口座内保管上場株式等の譲渡の対価又は当該特定口座において処

理された上場株式等の信用取引等（法第 37条の 11の３第２項に規定する信用取引等をいう。以下同じ。）に係る差金決済（法第 37条の 11の４第

１項に規定する差金決済をいう。以下同じ。）に係る差益に相当する金額につき法第 37条の 11の４第１項の規定により徴収して納付すべき所得税

の額がある場合に、当該所得税の額（施行令第25条の10の11第８項の規定の適用がある場合には、その適用後の金額）の合計額を記載すること。 

    ホ  「株式等譲渡所得割額（住民税）」の欄には、その年における当該特定口座に係る特定口座内保管上場株式等の譲渡の対価又は当該特定口座にお

いて処理された上場株式等の信用取引等に係る差金決済に係る差益に相当する金額につき地方税法第71条の51第２項の規定により徴収し、納入す

べき同項に規定する株式等譲渡所得割の額がある場合に、当該株式等譲渡所得割の額（地方税法施行令（昭和25年政令第245号）第９条の20第２

項の規定の適用がある場合には、その適用後の金額）の合計額を記載すること。 

 （8） 「配当等の交付状況」の欄には、その年中に当該特定口座において交付された源泉徴収選択口座内配当等（法第37条の 11の６第１項に規定する源

泉徴収選択口座内配当等をいう。以下同じ。）について、それぞれ次のように記載すること。 

   イ 「種類」の項には、それぞれ次のように記載すること。 

    (ⅰ) 株式（投資口を含む。以下同じ。）について数種の株式がある場合には、優先株、後配株のように記載すること。 

    (ⅱ) 投資信託（公社債投資信託及び公募公社債等運用投資信託を除く。）又は特定受益証券発行信託の受益権である場合には、株式等証券投資信託、

非公社債等投資信託、オープン型証券投資信託、特定株式投資信託、特定不動産投資信託（所得税法施行令第336条第２項第５号に規定する特定不

動産投資信託をいう。）、特定受益証券発行信託のように記載すること。 

    (ⅲ) 法人課税信託の受益権である場合には、特定投資信託（投資信託及び投資法人に関する法律第２条第３項に規定する投資信託のうち、法人課税

信託に該当するものをいう。）、特定目的信託、その他法人課税信託のように記載すること。 

    (ⅳ) 国外において発行された株式、投資信託の受益権、特定受益証券発行信託の受益権又は法人課税信託の受益権である場合には、(ⅰ)から(ⅲ)

までの記載のほか、「国外」と記載すること。 

   ロ 「配当等の額（特別分配金の額）」の項には、当該源泉徴収選択口座内配当等の額又は第18条の13の５第２項第10号ニに掲げる収益の分配（以

下「特別分配金」という。）の額を記載すること。特別分配金の額を記載する場合には、「銘柄」の欄に、当該特別分配金に係るオープン型証券投



資信託の受益権の名称のほか、「（特別分配金）」と記載すること。 

   ハ 「源泉徴収税額（所得税）」の項には、当該源泉徴収選択口座内配当等に係る第18条の13の５第２項第10号ホに掲げる所得税の額を記載するこ

と。 

   ニ 「配当割額（住民税）」の項には、当該源泉徴収選択口座内配当等に係る第18条の13の５第２項第10号ヘに掲げる配当割の額を記載すること。 

   ホ 「外国所得税の額」の項には、当該源泉徴収選択口座内配当等に係る、第18条の13の５第２項第10号トに掲げる外国所得税の額を記載すること。 

(9)  「配当等の額及び源泉徴収税額等」の欄には、それぞれ次のように記載すること。 

   イ  その年中に当該特定口座において交付された源泉徴収選択口座内配当等のうち、「株式、出資又は基金」の欄には第18条の13の５第２項第11号

イに掲げる剰余金の配当等に該当するものについて、「投資信託又は特定受益証券発行信託」の欄には同号ロに掲げる収益の分配に該当するものに

ついて、「オープン型証券投資信託」の欄には同号ハに掲げる収益の分配に該当するものについて、「国外株式、国外投資信託等」の欄には同号ニ

に掲げる国外配当等に該当するものについて、それぞれ次のように記載すること。 

  （ⅰ）「配当等の額」の項には、その年中の源泉徴収選択口座内配当等の額の総額を記載すること。 

  （ⅱ）「源泉徴収税額（所得税）」の項には、その年中の第18条の13の５第２項第10号ホに掲げる所得税の額の総額を記載すること。 

  （ⅲ）「配当割額（住民税）」の項には、その年中の第18条の13の５第２項第10号ヘに掲げる配当割の額の総額を記載すること。 

  （ⅳ）「特別分配金の額」の項には、その年中の第18条の13の５第２項第10号ニに掲げる収益の分配の額の総額を記載すること。 

  （Ⅴ） 「外国所得税の額」の項には、その年中の第18条の13の５第２項第10号トに掲げる外国所得税の額の総額を記載すること。 

  ロ 「譲渡損失の金額」の欄には、当該源泉徴収選択口座内配当等につき法第37条の11の６第６項各号に掲げる金額がある場合に、当該金額の合計額

を記載すること。 

  ハ 「差引金額」の欄には、法第 37条の 11の６第６項の規定により計算した当該源泉徴収選択口座内配当等の額の総額から同項各号に掲げる金額の合

計額を控除した金額（当該金額が零を下回る場合には、零）を記載すること。 

  ニ 「納付税額」の欄には、次のように記載すること。 

  （ⅰ）「源泉徴収税額（所得税）」の項には、当該源泉徴収選択口座内配当等につきその年中に法第８条の３第３項（同条第２項第２号に係る部分に限

る。）、第９条の２第２項又は第９条の３の２第１項の規定により徴収した所得税の額の総額（法第37条の11の６第６項の規定の適用がある場合

には、その適用後の金額）を記載すること。 

   （ⅱ）「配当割額（住民税）」の項には、当該源泉徴収選択口座内配当等につき地方税法第71条の 31第２項の規定により徴収した同項に規定する配当

割の額の総額（同法附則第35条の２の５第３項の規定の適用がある場合には、その適用後の金額）を記載すること。 

   ホ 「還付税額」の欄には、次のように記載すること。 

  （ⅰ）「源泉徴収税額（所得税）」の項には、法第37条の11の６第７項の規定により還付をした所得税の額を記載すること。 

  （ⅱ）「配当割額（住民税）」の項には、地方税法附則第35条の２の５第４項の規定により還付をした同項に規定する配当割の額を記載すること。 

（10） 施行令第25条の10の13第９項に規定する満たない部分の金額（以下「調整税額」という。）がある場合には、当該調整税額を「摘要」の欄に記 

載すること。 

(11） 源泉徴収選択口座内配当等が法第９条第１項第４号に規定する外貨建等証券投資信託に係るものである場合には、当該外貨建等証券投資信託の受益

権の名称、当該外貨建等証券投資信託に係る源泉徴収選択口座内配当等の額、当該外貨建等証券投資信託に係る施行令第４条の４第２項に規定する外

貨建資産割合及び同項に規定する非株式割合を「摘要」の欄に記載すること。 

(12) 特定目的信託の収益の分配が当該特定目的信託の信託の分割によるものである場合には、所得税法施行令第 113 条第５項に規定する割合を「摘要」

の欄に記載すること。 

(13)  所得税法等の一部を改正する法律（平成20年法律第23号）附則第46条第２項に規定する特例期間内に交付された源泉徴収選択口座内配当等につい

ては、同条第３項各号に掲げる配当等の区分に応じ当該各号に定める金額並びに当該金額につき徴収した所得税の額及び地方税法第23条第１項第３号

の３に規定する配当割の額を「適用」欄に記載すること。 

(14) 当該特定口座につき施行令第 25条の 10の６の移管があつた場合には、その旨、当該移管があつた年月日並びに同条に規定する移管前の営業所の名

称及び所在地を「摘要」の欄に記載すること。 

(15) その年の翌年１月１日において当該特定口座につき施行令第 25条の10の５第１項又は第 25条の 10の７第３項の規定により同条第１項に規定する

特定口座廃止届出書の提出があつたものとみなされることとなる場合には、その旨を「摘要」の欄に記載すること。 

(16) この報告書を提出する第18条の13の５第１項の金融商品取引業者等に係る業界コード（認可金融商品取引業協会（金融商品取引法第２条第13項に

規定する認可金融商品取引業協会をいう。）が付す証券会社コード番号及び当該金融商品取引業者等における営業所コードをいう。）が明らかな場合

には、当該業界コードを「摘要」の欄に記載すること。 

(17) 当該特定口座を開設した者が国税通則法第117条第２項の規定により届け出た納税管理人が明らかな場合には、その氏名及び住所又は居所を「摘要」

の欄に記載すること。 

(18) 日本国が締結した所得に対する二重課税防止のための条約に基づき課税の免除を受けるものについては、その旨を「摘要」の欄に記載すること。 

(19) 合計表をこの様式に準じて作成し添付すること。 

 

３ 「配当等の交付状況」の欄に記載すべき事項については、当該事項を記載した書面（用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４に準ずる。）の添付をもつて同

欄の記載に代えることができる。 




